
第17回

グランプリ作品　「冬
ふゆじまい

仕舞」中村　咲
さき

さん（毛呂山台）

　

毎
年
、
中
央
公
民
館
が
開
催
し
て
い
る
「
も
ろ
や
ま
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」
。
今
年
も

県
内
外
か
ら
１
８
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
毛
呂
山
町
を
訪
れ
、
町

の
風
景
や
人
び
と
の
笑
顔
、
行
事
の
様
子
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
見
事

に
賞
を
獲
得
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

も
ろ
や
ま
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

選　評　毛呂山らしさを感じる一枚であり、人・火・木・農具の位置関係がバラン
スよく配置されている点がまず印象に残りました。煙や果物の色合い、光の具合
をうまく使って山村の風景を上手に表現した作品です。

「滝に遊ぶ」
大
お お や ぎ

谷木春男さん（大谷木）

「陽光」小林真
ま さ お

佐雄さん（坂戸市）

「生活の知恵」鈴木　清
きよこ

子さん（さいたま市）

「雨のサマーフェステバル」	
		大谷木春男さん（大谷木）

「
幸
を
招
く
餅
」

岸　

健け
ん
じ司

さ
ん
（
川
角
）

「
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
中
」

中な
か
が
わ川　

弘ひ
ろ
こ子
さ
ん（
古
宮
団
地
）

第17回
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風
景
・

自
然
の
部

まつり・イベントの部



風景・自然の部
入　選
　浅見　良男（西戸）

　糸
いとかわ

川　之
ゆ き こ

子（前久保）

　宮澤日出子（箕和田）

　吉田　和弘（西大久保）
佳　作
　中庭　妙子（坂戸市）

　深
ふ か や

谷　茂
し げ お

雄（第二団地）

　堀口　　実（大師一）

　山﨑　和子（市場）

◇
◆
総
評
◆
◇

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
さ
れ
る
作
品
は
、
毎
回
「
写
真
を

楽
し
ん
で
い
る
」
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
作
品
が
多
い
で
す
。
身

近
な
場
所
、
親
し
い
人
を
被
写
体
と
し
て
選
ん
で
い
る
点
に
大

変
好
感
が
持
て
ま
す
。
同
じ
場
所
を
撮
影
す
る
に
し
て
も
季
節

や
時
間
を
変
え
る
だ
け
で
全
く
違
っ
た
写
真
が
撮
れ
ま
す
。
気

に
入
っ
た
場
所
に
は
何
度
も
通
う
な
ど
し
て
、
地
元
で
し
か
撮

れ
な
い
写
真
を
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

「大きくて重いヨー」
 奥
おくずみ

隅久
く み え

美江さん（大類）
「ひと休み」

中川　弘子さん（古宮団地）

「コンニチハ」
宮澤日出子さん（箕和田）

「ママと一緒ですー」
遠藤　孝

たかよし

義さん（第二団地）「涼を求めて」
中
なかにわ

庭　妙
た え こ

子さん（坂戸市）

その他の入賞者（敬称略）

まつり・イベントの部
入　選
　秋山　英

え い こ

子（日
に っ か

化団地）

佳　作
　岡野　健一（東京都）

　須
す な が

長　幸
ゆ き お

男（坂戸市）

ふれあいの部
入　選
　岡野　照

てるひこ

彦（西大久保）

　山﨑　和子（市場）

佳　作
　栗原　　勉（下川原）

　武藤　房
ふ さ こ

子（第二団地）

ふれあい賞
　（社会福祉協議会より）

　小沢みつ子（平山）

　秋山　英子（日化団地）

　橋本　和明（東秩父村）

　宮澤日出子（箕和田）

　森　　伸
のぶゆき

之（目白台）

佳　作
　岡野　健一（東京都）

　小野寺秀男（双葉団地）

　斉藤　　章
あきら

（東京都）

　中庭　妙子（坂戸市）

笑顔の部
入　選　

　大谷木春男（大谷木）

　斉藤いつ子（川角）

「天使の笑顔」
宮
みやざわ

澤日
ひ で こ

出子さん（箕
み の わ だ

和田）
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ふれあいの部

笑顔の部
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